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商
業
と
經
濟
二
一
四
租
税
類
型
の
一
資
料
ー
ブ
ロ
イ
エ
ル
の
提
唱
－
松
野
賢
吾
内
　
容
事
、
緒
　
言
二
、
従
来
行
は
れ
来
れ
る
分
類
（
D
配
賦
税
と
定
率
税
（
二
）
土
煙
枚
と
客
燈
税
（
三
）
直
接
税
と
間
接
税
印
仲
介
者
の
有
無
に
依
る
償
別
－
員
澹
祝
と
頚
納
税
開
基
蛙
税
と
提
琴
税
関
評
情
と
賦
課
㈱
給
付
能
力
が
直
接
に
決
定
ぜ
ら
ち
・
や
、
間
接
に
決
定
ぜ
ら
ろ
ゝ
や
に
閉
る
拓
別
（
園
）
ワ
グ
ナ
ー
の
分
類
ハ
五
〉
ヱ
ー
ペ
ル
ヒ
の
分
類
三
、
プ
ロ
イ
ヱ
レ
の
分
類
第
一
分
類
l
所
得
並
に
財
底
に
封
す
ろ
租
税
A
所
得
税
、
B
財
産
税
、
C
噌
加
枕
第
二
分
類
l
財
並
に
給
付
に
封
す
ろ
租
税
D
支
出
税
、
E
財
庄
交
遇
税
、
F
運
送
枕
種
々
の
態
様
を
有
す
る
租
殺
を
分
類
し
、
之
を
統
一
的
な
る
樫
系
に
組
織
せ
ん
と
す
る
の
試
み
は
古
く
よ
り
‘
存
在
す
る
所
に
し
て
、
新
種
の
試
み
は
未
詑
財
攻
撃
の
存
在
せ
ざ
り
し
時
代
に
既
に
現
は
れ
て
ゐ
る
。
就
中
、
直
接
税
、
間
接
税
の
分
類
は
最
も
古
く
、
一
般
に
此
分
類
は
重
曲
反
撃
汲
の
護
見
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
け
れ
共
、
既
に
一
五
七
七
年
彼
の
ジ
ャ
ン
・
ポ
!
ダ
ン
の
云
へ
る
「
タ
4
ユ
(
叶
包
]
]
σ
)
並
に
骨
子
、
他
の
租
税
は
直
接
叉
は
間
接
に
支
抑
は
れ
る
」
ハ
詑
1
〉
と
の
一
一
一
一
口
は
直
接
税
、
間
接
税
な
る
分
類
の
最
初
の
出
後
貼
を
な
す
も
の
と
云
へ
ゃ
う
o
ハ
註
2
〉
既
に
十
七
世
紀
の
初
頭
に
於
て
、
ボ
l
グ
ン
墜
汲
の
獄
逸
園
家
墜
者
た
る
タ
ッ
ク
ル
マ
ン
は
岡
家
の
牧
入
を
論
理
的
に
分
類
せ
ん
と
試
み
、
其
著
R
S
ω
Z
S包
貯
の
目
立
一
5
0
旬
052σ
ェ
(
5
0
8
に
於
て
組
税
論
を
試
み
て
ゐ
る
。
此
の
著
の
中
に
明
か
に
直
接
税
、
間
接
税
、
並
に
人
税
、
物
税
の
分
類
を
伺
ふ
を
得
る
。
メ入
1 
租
税
類
型
の
一
資
料
二
一
五
商
業
と
経
済
一
一
一
六
日
向
財
攻
墜
に
存
在
す
る
所
の
分
類
が
租
税
控
系
の
未
記
構
成
せ
ら
れ
ぎ
り
し
時
代
に
其
起
原
を
有
す
る
こ
と
は
全
く
驚
く
可
き
事
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
ハ
詑
3
〉
，J
ポ
!
ダ
ン
鼠
一
・
汲
に
依
り
て
開
拓
せ
ら
れ
た
る
租
税
分
類
の
観
念
は
十
七
世
紀
並
に
十
八
世
紀
の
図
家
事
文
献
に
於
て
護
法
し
、
是
が
重
農
態
一
・
汲
並
に
濁
逸
官
房
墜
汲
に
依
り
て
把
握
せ
ら
る
h
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
斯
か
る
歴
史
的
後
反
の
.
経
過
と
共
に
各
租
税
を
何
等
か
の
見
地
の
下
に
統
一
し
、
一
の
租
税
陸
系
を
構
成
せ
ん
と
す
る
の
試
み
が
少
か
ら
宇
行
は
れ
た
。
プ
ロ
4
エ
ル
は
シ
ャ
ン
ツ
記
念
論
文
集
第
二
巻
に
於
て
従
来
の
租
税
分
類
を
批
判
し
、
之
を
以
て
し
て
は
租
税
を
睦
系
化
す
る
こ
と
の
不
能
を
詮
明
し
、
新
し
き
分
類
方
法
を
提
唱
し
て
ゐ
る
。
私
は
本
稿
に
於
て
従
来
の
分
類
に
針
し
で
も
彼
の
批
判
に
聴
き
、
非
.
の
新
提
唱
を
紹
介
し
て
、
租
税
分
類
の
一
資
料
た
ら
し
め
ん
こ
と
を
期
し
た
。
ハ
詰
2
〉
い
「
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。
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ハ
詰
i
〉
(註
3
〉
一
、
先
づ
分
類
に
蛍
り
て
注
意
す
可
き
は
分
類
の
根
協
と
な
る
所
の
重
要
特
質
が
全
租
税
の
分
類
、
全
租
税
の
般
系
化
に
役
立
つ
に
遮
蛍
な
り
や
否
や
で
あ
る
。
例
へ
ば
配
賦
税
と
定
卒
税
(
問
。
宮
吋
岳
山
0
5・
F
O
g
E
U
T
己
2
2
)
と
の
分
類
に
於
て
之
を
見
る
に
.
其
分
類
の
基
準
た
る
租
校
総
額
を
務
め
決
定
す
る
や
否
や
と
云
ふ
が
如
き
は
各
租
税
の
本
質
的
特
質
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。
凡
て
の
租
税
は
配
賦
税
た
り
得
べ
く
、
叉
定
選
・
税
た
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
〈
詰
)
従
っ
て
此
の
分
類
を
以
て
し
て
は
凡
て
の
租
税
を
一
の
鑓
系
に
椛
成
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
ハ
詑
)
回
収
税
と
定
率
・
枕
と
の
区
別
は
専
ら
直
接
税
に
付
き
立
丈
ら
ろ
h
L普
通
と
す
る
u
間
接
税
口
多
く
は
定
率
枕
れ
る
も
、
間
接
投
岳
町
脱
税
と
す
ろ
平
も
故
て
不
可
能
で
は
な
い
Q
ハ
吋
F
同一
5
T『
四
日
出
口
ね
ロ
N
主
国
出
自
由
。
E
F
H
G出
∞
・
問
自
〉
二
、
次
に
炭
く
行
は
る
』
分
類
に
主
腿
税
、
客
位
攻
3
5一o
r
E
2
0
H
ロ・
0
2
0
r
s
g
g吋
)
の
分
類
が
存
す
る
。
ノF
然
此
分
類
は
租
税
の
根
本
的
後
化
と
其
の
新
し
き
形
成
と
の
匁
に
既
に
久
し
く
其
一
般
的
安
蛍
性
在
失
つ
-
M
O
 
斗
i
共
由
来
を
等
ぬ
る
に
、
倒
園
革
命
に
於
て
租
税
は
人
の
如
何
を
問
は
示
、
客
健
の
如
何
に
基
き
て
支
抑
は
る
可
き
も
の
な
る
こ
と
を
明
に
せ
ん
が
匁
に
客
位
税
な
る
誌
の
行
は
る
』
に
至
れ
る
も
の
で
あ
る
。
純
然
大
る
意
義
に
於
け
る
客
位
税
特
に
純
粋
な
る
客
観
的
な
る
故
金
税
の
存
在
せ
る
時
代
に
於
て
は
此
分
類
は
主
要
な
る
意
義
を
有
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
十
九
世
紀
在
通
じ
て
起
れ
る
所
の
主
観
的
特
徴
の
配
応
に
囚
り
て
従
来
存
在
せ
る
純
粋
な
る
客
観
的
故
金
税
に
謎
化
を
来
す
や
、
十
九
世
紀
の
中
葉
以
来
此
分
組
枕
類
型
の
一
資
料
二
一
七
商
業
と
経
済
二
一
八
類
の
根
祇
を
覆
す
に
至
っ
た
。
今
日
賢
際
上
重
要
な
る
意
義
守
有
す
る
所
の
牧
盆
税
は
客
鰹
税
と
稀
す
る
を
得
な
い
。
例
へ
ば
新
し
き
方
式
を
有
す
る
資
本
牧
盆
税
に
之
を
見
る
に
、
南
濁
諸
州
に
行
は
る
h
資
本
牧
盆
税
は
所
得
税
的
特
質
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、
自
己
申
告
に
因
り
、
特
に
累
進
卒
並
に
最
低
生
活
費
の
発
税
と
云
ふ
が
如
、
き
給
付
能
力
の
考
慮
を
基
礎
と
し
て
ゐ
る
。
此
種
の
資
本
牧
盆
税
は
今
や
客
位
校
と
は
稀
し
得
な
い
。
此
の
資
本
牧
盆
税
を
牧
盆
税
の
系
統
に
包
含
せ
し
む
る
は
正
し
い
。
乍
然
、
地
租
、
家
屋
税
の
如
き
古
き
類
型
に
開
局
す
る
純
然
た
る
客
鰹
税
と
資
本
牧
盆
税
の
如
、
き
主
睦
税
的
特
徴
を
有
す
る
租
税
と
を
総
括
し
て
客
鰹
税
と
云
ふ
は
正
蛍
で
な
い
。
右
の
如
く
牧
盆
税
護
法
の
結
果
特
に
十
九
世
紀
の
後
半
以
来
、
客
観
的
特
徴
と
主
観
的
特
徴
と
の
折
衷
を
見
る
に
至
り
、
多
く
の
牧
盆
税
は
著
し
く
所
得
税
に
接
近
す
る
に
至
っ
た
。
賢
に
所
得
税
の
特
質
を
有
す
る
所
の
弊
働
牧
盆
税
を
何
故
に
客
位
税
と
呼
ぶ
や
は
今
や
了
解
し
得
ざ
る
所
で
あ
る
。
き
れ
ば
客
観
的
並
に
主
観
的
特
徴
に
従
ふ
分
類
は
凡
て
の
租
税
を
一
の
健
系
に
組
織
立
つ
る
に
遁
蛍
な
る
も
の
で
は
な
い
。
〈
註
〉
(註〉
ゲ
ル
ロ
ッ
プ
は
租
税
お
直
接
枕
と
間
接
税
と
に
分
ち
、
克
に
直
接
税
守
主
問
就
と
客
関
税
と
に
分
類
し
て
お
ろ
o
斯
く
し
て
主
位
投
与
以
て
貨
幣
経
済
的
特
徴
に
注
意
た
抑
は
ず
ろ
人
頭
税
.
家
族
税
、
階
級
枕
、
並
に
貨
幣
経
済
的
特
徴
に
従
っ
て
徴
牧
ぜ
ら
ろ
ろ
所
得
税
、
財
底
抗
で
あ
ろ
左
な
し
、
客
関
税
た
以
て
〈
凡
〉
牧
徒
税
特
に
地
租
、
家
尿
税
、
替
業
税
、
資
本
牧
盆
税
、
持
問
状
盆
役
、
並
に
ハ
b
v
直
接
支
出
現
特
に
住
居
支
出
没
、
犬
枕
、
白
勅
平
耽
、
僕
伯
作
税
、
鈍
器
枕
等
で
あ
ち
と
な
し
て
お
ろ
。
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直
接
税
、
間
接
税
の
分
類
が
全
租
税
た
臨
系
化
す
あ
所
以
に
非
ざ
ろ
‘
、
と
後
油
の
如
く
な
あ
と
共
に
、
直
接
枕
在
主
開
説
、
客
附
何
一
税
に
分
類
寸
ろ
は
一
見
に
失
営
で
あ
ち
O
屯
ル
も
亦
グ
h
F
ロ
ッ
フ
ル
}
殆
ん
H
C
同
二
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ろ
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類
ル
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て
お
ろ
0
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の
分
類
は
後
述
参
照
む
三
、
直
接
税
、
間
接
税
2
5
z
o
ロ
・
宮
ι山門
O
Z
2
5
5円
)
の
分
類
は
最
も
古
く
、
最
も
庚
く
行
は
る
h
分
類
に
し
て
、
久
し
く
租
税
論
を
支
配
し
議
舎
の
討
論
.
攻
誌
の
綱
領
等
に
於
で
償
用
せ
ら
れ
来
り
し
認
で
あ
る
。
此
分
類
は
既
に
一
ι
一
一
口
せ
る
が
如
く
主
役
皐
汲
の
後
見
に
は
非
宇
し
て
.
室
長
撃
汲
よ
り
も
約
二
百
年
も
古
き
起
原
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
乍
然
、
此
分
類
は
室
農
島
一
・
汲
に
採
り
入
れ
ら
れ
て
、
重
良
皐
汲
の
人
々
の
影
響
に
囚
り
て
財
政
々
策
並
に
文
献
に
取
り
て
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
に
至
っ
た
。
此
分
類
が
此
撃
波
成
立
の
時
代
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
る
事
は
疑
を
容
れ
ざ
る
所
に
し
て
、
印
、
此
墜
汲
が
地
租
を
以
て
「
唯
一
に
し
て
且
直
接
な
る
租
税
」
G
B旬。円
5
5
5
0げ
門
出
克
己
〉
と
名
付
け
「
間
接
な
る
租
税
」
(
5旬
、
二
三
一
5
3
)
と
区
別
せ
し
に
始
る
。
(
註
1
〉
其
後
直
接
税
、
間
接
税
な
る
分
類
は
多
く
の
財
攻
堅
苦
に
設
か
れ
ざ
る
な
く
、
其
分
類
方
法
も
千
種
一
両
態
で
あ
る
。
其
主
要
な
る
も
の
を
掲
け
て
批
判
を
加
，
へ
や
う
。
、‘，J
4
・
f
t
、
租
税
徴
牧
の
技
術
に
関
聯
す
る
分
類
が
存
す
る
。
印
ち
租
税
徴
牧
が
直
接
な
り
や
間
接
な
り
ゃ
に
凶
り
て
直
接
税
、
間
接
税
を
区
分
す
る
の
で
あ
る
。
租
税
債
椛
者
が
租
税
債
務
者
に
於
て
直
接
に
徴
牧
せ
守
し
て
仲
介
者
を
通
じ
て
目
的
を
達
す
る
場
合
が
存
す
る
。
仲
介
者
が
園
家
に
針
し
て
租
税
租
税
類
型
の
一
資
料
二
一
九
商
業
と
経
涜
二
二
O
納
付
の
義
務
を
負
ひ
、
仲
介
者
は
一
般
市
民
に
針
し
て
租
税
金
額
の
返
還
を
請
求
す
る
の
で
あ
る
。
斯
る
仲
介
者
の
存
在
に
因
り
て
徴
牧
せ
ら
る
』
租
税
を
間
接
税
と
云
ひ
、
仲
介
者
の
介
在
せ
ざ
る
租
税
を
直
接
税
と
な
す
は
各
租
税
の
本
質
に
立
脚
せ
す
、
躍
な
る
課
税
技
術
上
の
過
程
に
基
く
分
類
に
過
ぎ
な
O 
租
税
技
術
上
の
見
地
に
従
ふ
分
類
は
租
税
の
全
部
を
統
一
的
に
分
類
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
む
る
基
準
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
若
し
一
の
組
税
に
し
て
右
二
程
の
徴
牧
方
法
の
用
ひ
ら
る
』
時
は
其
租
税
は
直
接
税
の
部
分
と
間
接
税
の
部
分
と
よ
り
成
る
こ
と
と
な
る
。
叉
同
一
の
租
税
も
立
法
者
'
に
依
り
て
選
ば
る
h
徴
牧
技
術
に
従
っ
て
或
る
場
合
に
は
直
接
税
、
戎
る
場
合
に
は
間
接
税
た
る
事
と
な
る
。
例
へ
ば
濁
逸
図
有
餓
道
の
徴
牧
す
る
切
符
税
(
E
E内包
g
m
Z
5
6
は
図
家
が
直
接
に
租
税
義
務
者
印
ち
乗
客
に
於
て
其
切
符
購
入
に
際
し
て
賦
課
す
る
も
の
な
る
が
故
に
直
接
税
と
云
ふ
可
く
、
反
之
、
同
一
過
程
が
私
設
銭
前
一
に
於
て
行
は
る
』
場
合
ー
!
図
家
が
徴
税
技
術
上
此
私
設
合
祉
を
切
符
税
徴
牧
の
仲
介
入
と
す
る
場
合
i
l
l
は
同
一
の
租
税
が
同
一
原
則
の
下
に
徴
牧
せ
ら
れ
て
間
接
税
た
る
事
と
な
る
。
其
他
、
市
税
と
し
て
の
水
道
税
の
存
在
在
仮
定
せ
よ
。
市
営
の
水
道
設
備
よ
り
水
の
供
給
を
受
く
る
場
合
は
直
接
税
と
し
て
徴
牧
せ
ら
れ
、
私
設
の
水
道
設
備
よ
り
水
の
供
給
を
受
く
る
場
合
は
間
接
税
と
し
て
徴
牧
せ
ら
る
h
事
と
な
る
で
あ
ら
う
。
斯
く
の
如
く
、
同
種
に
し
て
同
一
の
作
用
を
奥
ふ
る
租
税
に
し
て
一
は
直
接
税
た
り
、
一
は
間
接
税
た
る
市
?
と
な
る
。
夫
の
員
携
税
と
務
納
税
ハ叶
5
9
Z
5門
戸
〈
。
H
m
の
rcgzロ
σ円
〉
な
る
分
類
も
亦
同
一
根
擦
に
基
く
分
類
で
印
、
前
者
は
負
搭
を
課
せ
ん
と
す
る
人
よ
り
直
接
に
徴
牧
せ
ら
る
』
租
税
に
し
て
、
後
者
は
納
税
あ
る
。
者
が
負
拾
す
る
に
非
守
し
て
、
経
済
的
流
通
に
於
て
結
局
は
租
税
到
達
者
に
縛
嫁
せ
ら
る
べ
き
租
税
で
あ
る
。
要
す
る
に
此
区
別
は
課
税
に
取
り
て
重
要
な
る
要
素
を
匁
す
所
の
碍
嫁
に
関
聯
せ
し
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
其
弱
結
も
亦
其
慮
に
存
す
る
。
何
と
な
れ
ば
、
何
人
が
結
局
に
於
て
租
税
を
負
捺
す
る
や
の
充
分
な
る
認
識
を
常
・
に
快
き
、
若
し
其
れ
立
法
者
の
意
思
の
み
を
決
定
的
な
る
要
素
と
す
る
も
解
決
し
得
る
も
の
で
は
な
い
υ
査
、
立
法
者
の
意
思
は
屡
々
確
定
し
得
ら
れ
歩
、
其
意
思
は
凡
て
の
法
律
に
於
て
伺
ひ
得
ら
る
』
に
非
宇
、
叉
或
は
相
互
に
封
立
す
る
こ
個
の
意
思
の
存
在
も
考
へ
得
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
吾
人
は
溺
逸
所
得
税
法
に
於
て
一
足
主
が
被
傭
者
の
給
料
の
一
部
を
税
額
差
引
と
し
て
留
保
す
る
規
定
に
想
ひ
至
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
場
合
に
於
け
る
税
額
は
個
人
的
事
情
が
酪
酌
せ
ら
れ
、
搭
税
者
の
給
付
能
力
に
従
っ
て
租
税
の
配
分
の
行
は
る
h
も
の
で
あ
る
。
而
か
も
投
税
者
な
ら
ぎ
る
人
に
依
り
て
租
税
が
納
付
せ
ら
る
L
も
の
な
る
が
故
に
、
右
の
分
類
に
従
へ
ば
間
接
税
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
と
な
る
ノ
ハ
詰
2
〉
(2) 
租
税
徴
牧
の
技
術
に
基
く
分
類
が
他
に
存
す
る
。
個
人
の
租
税
義
務
の
確
定
、
計
量
の
錦
、
の
事
質
調
査
に
関
す
る
方
法
に
基
く
分
類
で
あ
る
。
印
ち
窒
帳
税
と
従
卒
税
(
同
州
巳
S
P
5
2
2
ロ
・
叶
包
宮
2
2
)
租
税
類
型
の
一
資
料
一
一
-e 
商
業
と
経
済
一
一一
是
で
あ
る
。
此
分
類
は
古
く
よ
り
行
は
れ
た
る
所
に
し
て
ノ
イ
マ
ン
に
依
り
て
鍔
さ
れ
た
る
基
礎
付
け
以
来
殆
ん
ど
一
般
的
に
決
定
せ
.
ら
る
与
に
至
っ
た
。
此
分
類
は
チ
ル
ゴ
ー
が
租
税
行
政
の
改
革
に
関
し
て
愛
し
た
る
一
七
九
O
年
の
仰
園
行
政
命
令
に
定
め
ら
れ
た
る
原
則
に
関
聯
す
る
も
の
に
し
て
租
税
官
取
の
組
織
に
舵
胎
す
る
。
此
の
一
七
九
O
年
並
に
其
の
以
後
に
愛
せ
ら
れ
た
る
行
政
命
令
の
中
に
ノ
イ
マ
ン
並
に
其
先
輩
〈
註
3
〉
の
科
撃
的
出
愛
知
が
存
し
、
一
方
に
於
て
は
塁
帳
税
、
他
方
に
於
て
は
従
卒
税
の
概
念
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
印
ち
主
と
し
て
芸
帳
の
有
無
に
依
り
て
直
接
税
と
間
接
税
と
や
}
匝
分
し
、
直
接
投
と
は
確
定
的
、
又
は
確
定
的
と
認
め
ら
れ
、
従
っ
て
務
め
計
量
せ
ら
る
λ
永
続
的
な
る
事
寅
|
|
人
格
、
階
級
、
財
産
所
得
、
所
有
!
l
従
っ
て
多
く
の
場
合
に
於
て
塁
帳
を
基
礎
と
し
て
徴
牧
せ
ら
る
=
租
殺
に
し
て
、
間
接
税
と
は
永
続
的
な
る
事
官
に
基
礎
を
泣
か
?
し
て
、
一
時
的
又
は
多
少
偶
然
的
に
し
て
、
叉
多
少
竣
め
計
量
し
得
ざ
る
過
程
i
l
生
産
、
総
入
、
買
入
、
相
続
ー
ー
に
関
聯
す
る
租
税
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
ロ
ッ
ツ
並
に
之
を
祖
述
す
る
レ
プ
ナ
の
所
謂
賦
課
税
と
機
合
税
(
J
6
5
巳
hH3σ
盟
ocσ
門
戸
H
E
。。]o
m
g
r
o
一門真
2
2
)
も
亦
同
一
根
践
に
依
る
分
類
で
あ
る
0
〈詑
4
〉
• 
直
接
税
は
塁
帳
を
基
礎
と
し
、
間
接
税
は
塁
帳
の
助
力
無
く
し
て
課
税
せ
ら
る
ミ
も
の
で
あ
る
と
の
考
方
は
前
惑
の
如
く
仰
図
財
務
行
政
の
寅
際
よ
り
起
れ
る
も
の
で
あ
る
。
技
術
を
統
一
せ
ん
が
錦
に
、
其
蛍
時
存
在
せ
る
凡
て
の
租
税
を
純
然
た
る
技
術
上
の
見
地
よ
り
踏
系
化
印
ち
官
鹿
組
織
並
に
行
攻
せ
ん
と
す
る
軍
な
る
財
務
行
政
の
要
求
に
基
い
た
の
で
あ
る
。
同
様
の
要
求
は
今
日
に
於
て
も
命
文
明
諸
国
に
於
け
る
財
務
行
政
の
内
部
に
存
す
る
所
で
あ
る
。
乍
然
、
之
守
以
て
分
類
の
基
礎
と
す
る
は
租
税
の
本
質
を
離
れ
て
外
部
的
、
技
術
的
特
徴
を
重
視
す
る
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
抑
々
、
窒
帳
は
財
務
行
攻
の
補
助
と
な
る
も
の
に
し
て
、
租
税
賦
課
に
関
す
る
過
程
、
方
法
等
の
再
験
の
錦
に
用
ひ
ら
る
L
所
の
凡
て
の
客
観
的
基
礎
の
綜
合
よ
り
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
立
バ
常
規
的
な
る
も
の
は
地
租
に
於
て
之
を
見
る
。
従
っ
て
塁
帳
は
凡
て
租
税
に
関
す
る
基
礎
的
決
定
に
基
き
、
縫
績
し
て
保
持
せ
ら
る
』
記
録
|
|
租
税
行
攻
の
内
部
的
使
用
に
供
せ
ら
る
ー
ー
で
あ
る
。
地
租
、
家
屋
税
、
営
業
税
に
於
て
通
常
行
は
る
』
所
の
新
種
記
録
は
之
を
塁
帳
と
命
名
す
る
は
正
蛍
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
室
帳
な
る
観
念
を
所
得
税
、
財
産
稔
並
に
直
接
的
支
出
税
に
披
張
す
る
|
|
ノ
イ
マ
ン
、
ロ
ッ
ツ
等
の
如
く
ー
ー
は
大
な
る
危
険
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
。
既
に
一
七
九
O
年
の
偽
園
行
政
命
令
は
純
然
た
る
受
帳
以
外
に
其
の
他
の
課
税
に
要
す
る
記
録
を
も
亦
塁
帳
な
る
概
念
に
包
含
せ
し
め
た
。
さ
れ
ば
塁
帳
な
る
語
の
披
張
的
解
明
伴
に
困
り
て
右
の
危
険
を
遮
く
る
を
得
る
も
、
乍
然
、
日
記
、
此
語
の
日
常
的
別
法
に
背
反
す
る
所
で
あ
る
ο
若
し
純
然
大
る
芸
帳
以
外
の
記
録
な
も
亦
塁
帳
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
ノ
イ
マ
ン
が
従
卒
税
と
稿
し
、
ロ
ッ
ツ
が
機
合
税
と
稀
す
る
租
税
に
於
て
も
如
何
に
屡
々
塁
帳
の
使
用
が
行
は
る
る
や
か
}
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
徴
牧
方
式
の
後
民
は
現
代
消
費
課
税
に
於
て
此
に
所
謂
塁
帳
の
使
用
租
税
類
型
の
一
資
料
一
一
一
商
業
と
経
湾
ニ
ニ
四
を
頻
繁
な
ら
し
め
つ
h
あ
る
。
各
図
に
行
は
る
』
家
J
洞
税
、
火
酒
税
、
砂
糖
税
、
臨
税
、
煙
草
税
の
徴
牧
は
租
税
官
鹿
に
依
り
て
楼
緩
し
て
行
は
る
』
記
録
無
く
し
て
は
考
へ
能
は
ざ
る
所
で
あ
る
。
印
ち
獄
逸
に
於
て
、
原
料
品
、
半
製
品
、
精
製
品
に
課
せ
ら
る
L
日
疋
壮
一
寸
の
消
費
税
に
於
て
は
建
築
物
の
態
様
.
工
場
の
位
置
、
並
に
使
用
方
法
、
機
械
の
能
力
、
井
、
他
は
詳
細
に
申
書
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
き
れ
ば
是
等
の
消
費
税
に
於
て
塁
一
般
類
似
の
設
備
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
所
謂
塁
帳
税
と
稀
せ
ら
る
h
所
得
税
、
財
産
税
を
活
か
に
越
ゆ
る
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
若
し
従
卒
税
(
叶
包
E
2
0『
)
な
る
用
語
に
於
て
税
率
な
る
観
念
を
考
ふ
る
時
は
更
に
此
分
類
の
明
確
な
ら
ざ
る
も
の
あ
る
を
知
る
で
あ
ら
う
J
凡
そ
税
率
の
要
素
と
し
て
考
へ
ら
る
h
は
仰
課
税
問
早
位
ω
斯
る
要
素
を
有
す
る
税
率
は
種
々
な
る
方
式
に
於
て
現
は
る
課
税
の
百
分
比
叉
は
仰
税
額
で
あ
る
。
る
も
の
に
し
て
一
般
に
支
出
税
、
交
遇
税
に
於
て
長
も
筒
壁
で
あ
り
、
所
得
税
並
に
財
産
税
に
於
て
複
雑
な
る
も
の
が
存
す
る
。
ハ
註
5
〉
故
に
所
得
税
並
に
瑞
西
に
於
け
る
が
如
き
累
進
卒
守
有
す
る
財
産
税
に
於
て
税
率
の
支
配
を
受
く
る
こ
と
甚
花
大
で
あ
る
。
さ
れ
ば
プ
ロ
イ
エ
ル
は
臼
く
「
本
来
的
意
義
に
於
け
る
税
率
が
井
、
最
も
重
要
な
る
朕
態
に
於
て
、
而
し
て
其
最
高
の
完
全
性
に
於
て
使
用
せ
ら
る
』
は
一
般
に
塁
帳
税
に
於
て
で
あ
り
、
是
よ
り
も
著
し
く
少
な
る
程
度
に
於
て
、
而
し
て
寧
ろ
例
外
的
に
、
従
卒
校
、
に
於
て
税
率
が
使
用
せ
ら
れ
る
」
〈
註
6
〉
と
。
由
是
翻
之
、
基
帳
の
使
用
は
一
宮
に
塁
帳
税
に
止
ま
ら
宇
、
従
卒
税
に
於
て
も
亦
庚
く
行
は
る
』
所
に
し
て
、
税
率
の
遁
用
は
従
卒
税
に
於
け
る
よ
り
も
寧
ろ
蓋
帳
税
に
於
て
一
般
的
で
あ
る
。
従
っ
て
此
分
類
の
明
確
な
ら
ざ
る
も
の
あ
る
を
知
る
。
直
接
税
を
以
て
印
ち
塁
帳
税
な
り
と
な
し
、
間
接
税
を
以
て
印
も
従
卒
殺
な
り
と
な
す
設
は
唯
一
の
例
外
た
る
ロ
ッ
ツ
在
除
、
き
内
外
の
財
政
単
者
の
等
し
く
放
棄
す
る
所
で
あ
る
。
只
グ
ル
ロ
ッ
フ
は
此
分
類
方
法
を
治
改
作
し
て
之
を
救
済
せ
ん
と
試
み
た
。
印
ち
グ
ル
ロ
ッ
プ
.
は
一
方
に
於
て
は
税
率
に
従
ふ
徴
牧
な
る
特
徴
を
捨
て
て
租
税
能
力
の
縫
紋
的
な
り
や
、
一
時
的
な
り
や
に
因
り
て
巨
別
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
郎
日
く
「
租
税
能
力
の
客
観
的
又
は
舷
績
的
な
る
表
現
と
し
て
者
ら
る
』
事
寅
に
閲
聯
す
る
所
の
凡
て
の
租
税
は
直
接
税
に
し
て
、
反
之
、
一
時
的
な
る
表
現
に
関
聯
す
る
租
税
は
間
接
税
で
あ
る
」
ハ
7
〉
と
。
然
し
乍
ら
一
の
事
資
，
を
給
付
能
力
の
継
続
的
表
現
と
見
る
べ
き
か
、
一
時
的
表
現
と
見
る
べ
き
か
は
明
確
な
る
も
の
に
非
ざ
る
事
、
彼
自
ら
認
む
る
所
で
あ
る
。
直
接
税
、
間
接
税
を
以
て
塁
帳
税
、
従
卒
税
な
り
と
な
し
、
或
は
給
付
能
力
の
継
続
的
な
り
や
、
一
時
的
な
り
や
に
因
る
も
の
と
な
す
も
、
共
に
現
代
文
明
図
に
於
け
る
重
要
租
税
た
る
所
の
相
続
税
宇
佐
以
て
間
接
税
と
な
し
、
直
接
税
よ
り
分
離
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
思
ふ
に
相
績
税
は
其
本
質
、
其
本
来
の
目
的
に
従
へ
ば
財
産
税
の
役
割
を
占
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
新
税
は
一
時
的
、
臨
時
的
な
る
財
産
税
に
他
な
租
税
類
型
の
一
資
料
二
月
一
五
商
業
と
経
済
二一一占ハ
ら
な
い
。
従
っ
て
相
続
税
と
財
産
税
を
分
離
せ
ざ
る
所
の
分
類
方
法
が
好
ま
し
い
。
ハ
註
8
〉
相
続
税
を
斯
く
取
扱
ふ
こ
と
の
正
蛍
な
る
は
質
際
に
於
て
も
伺
ふ
を
得
る
。
O
八
年
の
行
政
命
令
に
於
て
は
相
続
税
は
間
接
税
た
り
し
も
の
が
、
現
在
に
於
て
は
改
め
ら
れ
て
直
接
例
へ
ば
プ
ロ
シ
ヤ
に
於
け
る
一
九
税
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
⑪
仲
介
入
の
存
否
に
依
る
直
接
税
、
間
J
技
税
の
分
類
は
不
都
合
を
生
歩
る
事
既
述
の
如
く
で
あ
る
。
印
、
同
一
の
租
税
も
徴
牧
技
術
に
因
り
て
或
は
直
接
税
と
な
り
、
或
は
間
接
税
と
な
り
、
叉
一
の
租
税
に
関
す
る
法
規
内
に
於
て
雨
穏
の
徴
牧
方
法
が
共
に
現
は
る
』
も
の
な
る
の
事
震
が
明
に
せ
ら
る
h
や
、
ラ
ワ
は
韓
嫁
の
有
無
に
因
ら
や
ノ
し
て
租
税
を
分
類
せ
ん
と
試
み
た
。
印
其
一
を
評
債
ハ
∞
岳
山
門
N
S窓
口
)
他
の
一
を
賦
課
(
〉
邑
m
H
m
g
)
と
名
付
け
た
。
前
者
は
全
阻
胞
の
評
債
を
基
礎
と
す
る
綜
合
的
租
税
に
し
て
、
後
者
は
支
出
に
従
っ
て
個
々
に
徴
牧
せ
ら
る
h
租
税
で
あ
る
。
此
分
類
は
直
接
税
、
間
接
税
な
る
分
類
と
関
聯
し
て
行
は
る
h
に
至
っ
た
。
ラ
ク
自
ら
も
此
分
類
は
直
接
税
、
間
接
税
の
分
類
と
同
一
に
は
非
ざ
る
も
其
接
近
す
る
も
の
な
る
を
説
い
た
。
ハ
註
9
)
而
し
て
此
分
類
は
塁
帳
税
、
従
卒
税
の
分
類
と
近
似
す
る
と
共
に
夏
に
次
に
漣
ぶ
る
給
付
能
力
が
直
接
に
決
定
せ
ら
る
h
や
、
支
出
に
閃
り
て
間
接
に
決
定
せ
ら
る
』
や
に
基
く
分
類
と
境
を
接
す
る
も
の
で
あ
る
。
寧
ろ
此
の
分
類
は
次
に
漣
ぶ
る
分
類
の
先
行
者
(
〈
。
吋
向
山
口
問
。
円
)
と
し
て
了
解
せ
ら
る
』
所
で
あ
る
。
ゆ
給
付
能
力
が
直
接
に
決
定
せ
ら
る
』
や
、
支
出
よ
り
し
て
其
が
推
定
せ
ら
る
』
ゃ
に
因
り
て
直
接
税
、
間
接
税
を
分
類
せ
ん
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
モ
ル
は
此
分
類
方
法
に
種
々
の
表
現
方
法
あ
り
と
し
て
次
の
如
く
説
い
て
ゐ
る
。
ハ
註
日
〉
直
接
税
同
Ji
 
H
「
E
-
接
税
所
有
に
針
す
ゐ
租
税
取
引
に
針
す
る
租
税
叉
は
財
産
取
得
に
針
す
る
租
税
叉
は
財
産
消
費
に
針
す
る
租
税
又
は
所
有
並
に
管
利
に
針
す
る
租
税
叉
は
所
得
の
使
用
に
封
す
る
租
税
又
は
所
得
並
に
財
産
に
封
す
る
租
税
又
は
商
品
叉
は
給
付
に
針
す
る
租
税
此
等
の
定
義
に
依
る
時
は
相
続
税
は
直
接
税
に
開
局
す
る
こ
と
と
な
り
、
現
代
文
明
図
に
於
け
る
取
扱
方
法
と
合
致
す
れ
共
、
馬
車
税
、
自
動
車
税
、
犬
税
の
如
、
き
、
叉
者
修
税
の
如
き
は
直
接
税
な
り
や
、
間
接
税
な
り
や
明
で
な
い
。
叉
夫
の
交
遇
税
の
一
種
た
る
印
紙
税
の
如
、
き
は
牧
入
に
課
す
る
や
、
或
は
消
費
に
課
す
る
や
は
務
め
磁
定
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
ハ
詰
口
〉
芯
ふ
に
直
接
税
、
間
接
税
の
分
類
は
常
に
古
く
し
て
新
し
き
問
題
で
あ
る
。
古
き
葡
萄
酒
を
新
し
き
裂
に
注
ぐ
鍔
に
新
し
き
論
議
を
以
て
せ
ら
る
』
も
、
常
に
同
二
争
が
繰
返
さ
れ
て
完
全
に
成
功
せ
る
を
見
な
い
。
「
恐
ら
く
科
患
の
如
何
な
る
場
所
に
も
斯
る
強
靭
性
を
以
て
誤
謬
の
保
持
せ
ら
る
ゐ
こ
と
は
租
枕
類
型
の
一
資
料
二
二
七
商
業
と
経
湾
ニ
ニ
入
;
、
。
ナ心、
'
V
何
庭
に
も
此
の
場
合
の
如
く
誤
謬
が
文
献
を
潤
す
こ
と
は
な
い
。
置
に
直
接
税
と
間
接
税
は
一
度
は
過
去
に
屈
し
た
る
も
現
代
に
於
け
る
凡
て
の
租
税
方
式
と
租
税
行
攻
と
の
新
構
成
と
根
本
的
時
党
化
と
の
鋳
に
筒
皐
に
生
存
し
叉
は
消
滅
す
る
を
得
ざ
る
分
類
で
あ
る
。
」
(
註
臼
〉
ハ註
1
〉
s
M
山
1
ダ
ン
は
官
時
の
仰
図
の
財
務
行
政
与
観
察
す
ろ
こ
と
に
よ
り
て
附
程
の
方
式
在
認
識
し
士
。
即
右
側
図
に
於
て
は
租
税
方
式
と
し
て
一
方
に
タ
イ
ュ
、
他
方
に
Y
ペ
ユ
な
ろ
も
の
封
立
し
、
組
耽
徴
収
の
直
接
的
方
法
と
間
接
的
方
法
と
が
呪
は
れ
て
お
穴
の
で
あ
ろ
o
ケ
ッ
ケ
ル
マ
シ
は
前
1
グ
ン
に
強
く
影
響
ぜ
ら
れ
、
濁
活
に
が
、
げ
ろ
租
税
琵
誌
の
跡
与
問
み
て
租
就
か
分
類
し
士
。
彼
の
分
類
に
が
、
て
は
湾
問
諮
問
内
に
於
て
十
六
世
紀
の
終
り
迄
存
在
ぜ
ろ
租
税
|
|
人
珂
税
、
階
級
税
、
財
産
税
、
所
得
税
の
混
同
〈詰
2
〉
3
と
し
て
呪
は
れ
士
ろ
特
色
あ
ろ
尻
接
税
ー
ー
ー
が
特
に
念
頭
に
存
L
大
の
で
わ
ろ
o
ハ出
5
5ロ
ロ
-
P
・
O
・∞
-
H
C
ω
l
H
C
δ
ポ
〈
・
戸
山
勺
宮
川
町
-
5
5三回目。ロ
R
E
P・
5ω
∞
・
∞
・
苫
z
u
h
w
は
此
分
類
た
評
し
て
日
く
「
租
枕
細
川
嫁
の
過
程
は
常
に
問
題
大
ろ
の
で
あ
ろ
。
詳
細
な
ろ
研
究
の
封
照
士
ろ
べ
き
特
徴
即
ち
租
税
は
結
局
は
何
人
か
に
依
り
て
負
拾
ぜ
ら
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
と
の
事
資
土
ろ
碍
嫁
の
過
程
た
定
誌
の
中
に
収
リ
入
ろ
也
事
口
合
目
的
的
で
は
な
い
」
ハ
出
・
民
。
-
r
F
o
r円
ヴ
5
r
仏
日
明
日
ロ
お
ロ
N三回印。口出
n
r
p・
E
U
O
ω
-
g
u・
〉
主
O
(詰
8
〉
ノ
イ
マ
シ
の
先
弦
士
ろ
は
ゾ
I
デ
シ
、
並
に
プ
ロ
ッ
グ
ハ
ウ
ス
で
あ
ろ
o
ゾ
I
デ
ン
は
宜
足
早
涯
の
分
類
た
排
撃
し
て
日
く
「
究
際
生
活
に
入
り
来
ろ
財
政
制
度
に
於
て
は
所
謂
直
接
的
な
ろ
ハ
寧
ろ
一
の
狩
照
に
管
法
ぜ
ろ
〉
又
は
間
接
的
な
ろ
ハ
偶
然
に
し
て
生
産
に
悲
く
U
賦
認
で
あ
ろ
」
ハ
4・∞
o
fロ日間山
Z
P門田町ロロロ
N
J
4
E
m
n
r
p
r
Z
H
H
・
ω・
ωCG
位
本
稿
は
の
2HO司・
h
H
・
P
-
。
・
∞
-hω
に
桜
ろ
〉
と
。
又
|
|
プ
ロ
ッ
グ
ハ
ウ
ス
は
本
来
的
ハ
直
接
的
U
租
税
と
非
本
来
的
ハ
間
接
的
い
租
税
と
牛
区
別
し
て
「
前
者
は
凡
て
の
図
民
よ
り
徴
収
ぜ
ら
ろ
h
も
の
に
し
て
、
後
者
は
一
定
の
場
合
並
に
一
定
の
係
件
の
下
に
個
々
の
同
氏
又
は
階
級
よ
り
徴
牧
ぜ
ら
ち
ハ
註
4
〉
ハ註
uo
〉
〈註
6
〉
ハ
詰
7
〉
ハ
註
8
〉
〈
詑
9
〉
ろ
も
の
」
と
な
L
K
o
ハ
出
ち
の
rrhE回
日
間
0
5
0円
E
円。ロ
m
r弘
rcロ・
E
H
4
但
本
稿
は
の
2-c弓
u
p・
p・
c・∞・
2ω
に
採
ろ
〉
J〈
・
円
。
け
N
H
E
E
R三
回
目
。
ロ
∞
岳
民
円
・
N
5互
い
z
p
巴
己
・
ω・
ω
ο
ω
l
ω
0
0・
J
1・
-Z存
立
町
EPUN三回
2
5
0
r
p
P
E
S
-
∞
・
芯
ロ
ッ
巾
ノ
並
に
V
プ
ケ
は
直
接
税
、
間
接
税
は
其
意
義
内
容
、
多
穂
に
し
て
煩
雑
な
ろ
が
故
に
此
託
在
使
用
す
る
こ
と
島
断
念
し
、
直
ち
に
賦
謀
説
、
機
合
枕
な
あ
諸
島
使
用
す
可
込
」
事
与
提
唱
し
次
の
如
、
き
盟
系
恥
作
っ
て
お
あ
。
一
、
賦
課
税
L
収
益
枕
2 •
. 人
1分.
L
人
頭
税
、
人
税
税
類
似
の
租
税
並
に
所
得
税
c. b. 
賦財
諒産
的枕
文
U:I 
税
乱
立
(
他
の
補
充
的
性
質
た
有
す
お
賦
課
税
二
、
機
合
税
L
法
律
行
待
よ
リ
止
す
ろ
租
税
ハ
交
通
税
、
相
続
税
並
に
昭
典
税
〉
仏
関
税
並
に
治
資
税
出
品
5
コ
2
2
2
Z巳『
O
日
目
白
ロ
仏
急
円
円
。
同
ヴ
ロ
の
町
内
】
2
ω
吉
井
三
国
mgmnrppg-
品
〉
口
出
・
出
品
・
〈
口
・
ω
-
Y
H
O
ω
i
C
8・
出
品
ロ
R
H
J
1
0同凹戸。
r・
P
-
P・
c・∞-一円
J
『
ω
。巾門戸
O
R
H
P
・
p
・
c・
ω
-
h
z
足。
-
r
p
-
お
-
0
・
ω・
ωωω!ω
立
国江戸口巾円
h
p・
p-
。・
ω・目。
u
租
税
類
型
の
一
資
料
ニ
ニ
九
商
業
と
経
済
二
三
O
ハ
詰
叩
〉
】点。ロリ
p
・
p
-
。・
ω・
ω
お
ν
ェ
フ
V
I
は
置
接
税
在
以
て
各
仰
人
の
租
税
詑
力
の
某
礎
と
し
て
税
減
大
ろ
所
得
又
は
財
産
が
泣
按
に
捕
捉
ぜ
ら
ろ
‘
所
の
租
税
と
な
し
、
間
接
税
島
以
て
所
得
又
は
財
・
庄
の
消
費
又
は
帯
加
の
過
程
又
は
事
究
に
関
聯
し
て
税
減
島
間
接
に
捕
捉
す
ろ
租
税
で
わ
る
と
L
て
白
ろ
。
ハ
ロ
s
s
s
r
己ぬ門司一
5
5三田田町出国内
rp
・
出
門
戸
円
∞
-hω
〉
是
紳
戸
博
士
が
直
接
税
、
間
接
税
の
区
別
島
以
て
静
思
枕
、
動
態
枕
と
し
て
説
明
ぜ
ら
ろ
、
と
一
致
す
ろ
が
如
く
で
あ
ろ
。
ハ
紳
戸
博
士
.
租
税
肝
究
部
九
谷
三
九
瓦
〉
V
L
フ
νー
は
雨
枕
の
服
能
た
説
い
て
直
接
税
は
給
付
能
力
た
一
般
的
に
捕
捉
し
て
牧
入
品
供
す
ろ
の
任
務
や
有
L
、
間
接
税
は
例
人
的
に
課
税
し
て
給
付
能
力
の
特
妹
欣
態
例
へ
ぼ
消
費
、
投
資
.
法
律
事
件
等
に
従
っ
て
牧
入
品
」
供
す
ろ
の
任
務
た
有
す
る
も
の
と
な
し
て
ね
る
。
ハ
出
S
S
2
}
M・
P
・
P
・
O
・
ω
-
h
S
V
4
プ
レ
l
並
に
紳
戸
博
士
に
従
へ
ば
相
続
税
は
間
接
税
に
属
す
ろ
こ
と
と
な
ろ
。
此
黙
に
が
、
て
間
接
枕
島
以
て
支
出
よ
り
し
て
給
付
能
力
品
推
定
寸
ろ
租
税
な
り
'
と
す
ろ
設
と
は
界
、
な
ろ
o
又
此
の
分
類
は
蓮
帳
税
、
従
率
税
の
分
類
と
柑
去
ろ
速
か
ら
ざ
ろ
分
類
で
は
あ
ろ
が
、
塁
帳
耽
、
従
率
耽
の
分
類
に
比
し
て
誼
切
で
あ
ろ
o
即
ち
、
基
帳
説
、
従
率
枕
の
分
類
に
従
へ
ぼ
等
し
く
消
費
税
れ
ろ
も
徴
税
技
術
に
依
リ
て
は
選
帳
税
土
ろ
も
の
た
生
?
ろ
事
と
な
ろ
。
然
る
に
此
の
分
類
に
従
へ
ば
凡
て
の
消
費
税
は
間
接
枕
ハ
動
態
枕
V
に
色
合
ぜ
ら
ろ
、
事
と
な
る
。
此
の
分
類
と
梢
表
呪
方
法
奇
異
に
し
て
内
容
た
略
同
じ
く
す
ろ
分
類
方
法
か
採
る
者
に
フ
ヰ
ス
チ
ン
ゲ
が
あ
ろ
。
即
日
く
「
給
付
抱
力
に
従
ふ
課
税
の
要
求
た
賀
呪
す
ろ
所
の
租
税
方
式
は
直
接
税
に
し
て
、
課
税
普
設
の
要
求
島
満
足
ぜ
し
む
ろ
所
の
租
税
方
式
は
間
接
税
で
あ
る
よ
ハ
出
P
E
Z。-
M
・
P
-
P
0
・∞
-
h
ω
Uと。
克
に
右
諸
説
と
同
様
な
ろ
説
明
た
な
す
4
も
の
に
ミ
リ
エ
ッ
ト
が
あ
る
。
即
ち
直
接
枕
ら
以
て
各
仰
の
牧
益
の
源
泉
よ
り
生
?
ろ
収
益
の
大
さ
、
又
口
入
ム
収
益
即
ち
所
得
の
大
さ
に
従
ひ
義
務
者
に
於
て
直
接
に
徴
収
ぜ
ら
ろ
、
租
枕
で
あ
ろ
と
な
L
、
北
(
他
の
租
耽
た
以
て
間
接
税
l
l彼
日
別
名
迂
凶
税
2
5
4
m何
回
作
0
5
5〉
'
と
呼
ぶ
1
1
と
ろ
ο
間
接
税
た
迂
同
税
と
呼
ぶ
は
税
涼
た
課
税
す
ろ
に
所
得
在
在
の
詮
掠
と
し
て
消
費
又
は
交
通
に
悶
聯
ぜ
し
む
ろ
が
故
で
め
ろ
と
な
し
て
お
ろ
。
ハ
N
0
日間三戸門戸内仲町・
2
r
J
4
0
W
喝
∞
門
戸
?
E
F
F
E
E
-
ω
・
さ
ω・
但
本
稿
は
同
h
g
g
zの
F
P
-
p・
c・
ω
-
h
ω
に
捺
ろ
Q
〉
(
詑
日
〉
故
に
毛
ル
は
直
接
続
と
間
接
税
の
二
個
に
分
類
ぜ
?
Lて
、
其
問
に
中
間
類
型
岳
認
め
て
三
個
に
分
類
し
て
次
の
如
く
し
て
ね
る
0
2
r
p
p・
p-
。・
ω・
ω
。l
g
d
一
、
直
接
枕
A
客
慨
枕
即
牧
盆
枕
I 
:tl! 
同
比
4
2
1
 
。
叫
ん
本
屋
枕
又
ハ
建
築
物
税
広
野
菜
税
4
h
資
本
利
子
枕
丘
労
働
牧
続
税
又
ハ
特
殊
所
得
税
B
主
胞
税
L
人
税
即
人
頭
税
、
身
分
税
、
世
帯
枕
、
階
級
税
ハ
是
等
は
歴
史
的
興
味
た
有
す
あ
の
み
、
所
得
税
の
前
身
で
あ
ろ
O
〉
弘
一
般
所
得
税
弘
一
般
財
産
税
4.
財
産
帯
加
税
、
所
得
帯
加
税
(
特
に
戦
時
利
得
税
と
し
て
〉
ι相
続
税
並
に
賠
興
税
6.
図
防
就
二
、
間
接
税
ハ
取
引
に
封
す
る
租
税
〉
消
費
税
並
に
関
税
即
支
出
税
租
税
類
型
の
一
資
料
一-
一
一
商
業
と
経
済
一一一
一
三
、
中
間
類
型
八
遇
説
は
取
引
に
封
寸
ろ
租
税
に
属
す
る
も
の
と
ぜ
ら
ろ
〉
L
帯
加
耽
2.
商
品
質
上
枕
&
所
有
権
移
動
税
4.
取
引
所
枕
r
創
立
税
、
登
行
税
、
買
上
枕
〉
ι
手
形
印
紙
枕
、
受
領
詮
枕
6.
運
送
税
其
他
(
註
臼
〉
出
品
Z
O
H
H
P
・
P
-
0
・
∞
・
】
記
四
、
ワ
グ
ナ
l
は
直
接
税
、
間
接
税
な
る
分
類
に
代
る
可
き
分
類
を
考
案
し
に
。
郎
、
ワ
グ
ナ
l
は
租
税
を
何
所
得
と
財
産
と
の
成
立
-
的
所
有
並
に
向
使
用
則
ち
消
費
に
関
聯
せ
し
め
、
租
税
の
全
部
を
三
種
に
分
類
し
た
。
向
営
利
税
、
句
所
有
枝
、
例
消
費
税
是
で
あ
る
。
ハ
詰
1
〉
此
の
考
方
は
ワ
グ
ナ
!
の
濁
創
で
は
な
い
。
是
に
類
似
す
る
の
試
み
は
既
に
ヒ
ュ
l
ム
並
に
プ
ッ
シ
ュ
の
行
へ
る
所
で
あ
る
0
(
註
2
〉
特
に
ヲ
グ
ナ
l
は
-
フ
ク
の
著
書
に
員
ふ
所
多
く
、
ラ
ク
の
所
論
を
改
修
せ
る
も
の
と
郁
併
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
ヲ
グ
ナ
!
自
ら
も
認
め
た
る
が
如
く
所
有
と
管
利
と
の
区
分
は
宮
際
上
困
難
な
る
の
み
な
ら
宇
寧
ろ
不
可
能
な
る
場
合
が
多
い
。
若
し
此
快
結
を
除
か
ん
と
す
れ
ば
所
有
と
管
利
と
ぞ
結
合
し
て
十
日
く
行
は
れ
.
而
し
て
現
今
不
適
蛍
な
る
名
辞
た
る
評
債
(
∞
の
E
E
H
Z
S
)
な
る
語
を
使
用
す
る
に
如
か
?
で
あ
ら
う
。
ワ
グ
ナ
l
は
一
方
に
於
て
営
利
税
、
所
有
税
、
他
方
に
於
て
消
費
税
を
叫
創
立
せ
し
め
、
基
帳
税
、
従
卒
殺
な
る
分
類
に
因
れ
ば
従
窓
・
税
た
る
べ
き
相
続
殺
を
彼
は
管
利
税
の
範
鳴
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。
元
来
此
分
類
方
法
は
税
訴
が
其
成
立
過
程
に
於
て
徴
牧
せ
ら
る
λ
か
、
静
止
朕
態
に
於
て
徴
牧
せ
ら
る
る
か
、
或
は
其
使
用
に
際
し
て
徴
牧
せ
ら
る
』
か
に
基
き
て
分
類
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
此
分
類
方
法
は
コ
!
ン
も
亦
採
る
所
に
し
て
ハ
詰
3
〉
頗
る
巧
妙
を
得
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
分
明
な
ら
ざ
る
も
の
』
存
す
る
こ
と
前
惑
の
如
く
、
叉
レ
プ
ク
は
此
分
類
を
評
し
て
賃
金
が
少
い
と
云
っ
て
ゐ
る
。
ハ
詰
4
〉
ハ詰
1
〉
(
註
2
〉
〉・
4
♂
mh
ロ円
H
E
E
E豆町田
O
ロ聞の
y
p
p
-
N
〉
口
出
・
口
∞
・
U
H
U
ロ
・
出
口
5
0
は
租
税
守
分
ち
て
所
有
へ
の
租
税
と
消
費
へ
の
租
枕
と
な
し
に
ω
EH由
。
「
は
所
有
へ
の
租
枕
‘
管
利
へ
の
租
枕
、
享
鎚
へ
の
租
税
に
分
類
し
に
。
ハ
回
忌
5
円h
p
p
・
c・閉山・ロ
ω)
0
・
n
c
r
ロυ
∞句丘町宮内回目門司EhENt司同研回目ロ目。
r
p
p
-
H
∞∞。・∞
-
A
R
W
4
R
〈註
3
〉
(註
4
)
]
5
1向。
h
h
H
・
p
・
c・∞・
4
U
・
前
市
中
ら
貨
際
的
な
ろ
分
類
方
法
た
採
ろ
も
の
に
街
活
官
出
に
於
て
用
ひ
ら
あ
、
財
政
統
計
並
に
掲
遜
珠
算
去
に
行
口
ろ
』
分
類
方
法
が
存
す
ろ
Q
即
一
方
に
於
て
所
有
税
、
交
通
税
、
他
方
に
が
、
て
関
税
‘
消
費
税
の
二
例
に
封
立
ぜ
し
む
ろ
も
の
で
あ
る
。
此
分
類
口
貸
際
上
の
必
裂
な
あ
貼
の
み
よ
り
分
類
ぜ
ら
れ
士
あ
も
の
に
し
て
理
論
的
根
掠
な
き
も
の
で
あ
ろ
。
ハ
戸
s
r
o
H
ロ
-
P
・
c・∞・
4δ
五
、
若
し
夫
れ
論
理
的
要
求
を
斥
け
て
一
般
的
慣
用
語
に
於
て
現
は
る
』
分
類
方
法
に
至
つ
て
は
エ
!
ペ
ル
ヒ
を
皐
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
印
エ
l
べ
ル
ヒ
は
人
税
、
所
得
税
、
財
産
税
、
財
産
交
遇
税
、
支
出
税
、
特
殊
税
の
六
個
に
大
別
し
所
得
税
の
内
に
牧
盆
税
を
l
l
部
分
的
所
得
税
と
し
て
l
l
l
入
れ
、
財
産
税
の
内
租
税
類
型
の
一
資
料
ー一
一一
商
業
主
経
涛
二
三
四
に
本
来
の
財
産
税
と
相
続
税
と
を
包
含
せ
し
め
、
而
し
て
支
出
税
の
内
に
関
税
、
消
費
税
、
並
に
本
来
の
支
出
税
を
配
列
せ
し
め
に
。
此
の
分
類
は
其
第
二
版
以
下
に
於
て
は
牧
盆
税
、
所
得
税
、
財
産
税
、
所
得
並
に
財
産
に
卦
す
る
特
殊
税
、
財
産
交
遇
税
、
支
出
税
な
る
六
大
別
に
改
め
次
の
如
く
分
類
し
て
ゐ
る
。
(
詰
〉
一
、
牧
盆
税
1
1
1
地
租
、
家
屋
税
、
営
業
税
、
資
本
利
子
校
、
持
働
牧
盆
税
二
、
所
得
税
|
|
人
頭
税
、
階
級
税
、
一
般
所
得
税
三
、
財
産
税
四
、
所
得
及
財
産
に
針
す
る
特
殊
税
五
、
財
産
交
遇
税
l
l
不
動
産
交
遇
税
、
動
産
税
、
相
続
税
六
、
支
出
税
l
i
消
費
税
、
関
税
エ
l
ベ
ル
ヒ
は
直
接
税
、
間
接
税
の
分
類
方
法
を
以
て
種
類
の
異
な
れ
る
も
の
を
同
じ
名
稀
の
下
に
集
む
る
が
震
に
内
部
的
性
質
に
至
る
迄
互
に
相
類
す
る
も
の
な
る
か
の
如
き
感
や
抱
か
し
む
る
が
故
に
不
可
で
あ
る
と
し
て
斥
け
、
自
己
の
分
類
を
以
て
組
織
的
に
し
て
内
部
的
性
質
に
依
り
て
分
類
排
列
せ
る
も
の
と
な
し
て
ゐ
る
。
此
の
分
類
は
羅
列
的
た
る
が
故
に
従
っ
て
非
難
の
依
地
少
き
も
の
と
云
ひ
得
る
。
只
相
続
税
が
交
遇
税
の
内
に
置
か
れ
た
る
は
近
代
的
な
る
相
続
税
の
見
方
に
合
致
せ
ざ
る
憾
が
存
す
る
。
(
詮
〉
同
rm-足
元
U
P
・D-
。・m
y
s
ω
プ
ロ
イ
エ
ル
の
分
類
は
最
も
異
色
あ
り
と
せ
ら
る
与
も
の
で
あ
る
。
ハ
設
1
〉
彼
は
二
個
の
大
分
類
l
l
サ
ナ
、
一
は
所
得
放
に
財
・
涯
に
針
す
る
租
税
」
に
し
て
其
二
は
「
財
と
給
付
に
針
す
る
租
税
」
「
l
の
下
に
小
分
類
を
配
置
し
て
賠
系
付
け
ん
と
試
み
た
る
も
の
で
あ
る
。
印
ち
第
一
分
類
「
所
得
並
に
財
産
に
封
す
る
租
税
」
に
泌
す
る
租
税
は
所
得
(
全
館
叉
は
各
個
に
於
け
る
)
に
封
す
る
租
税
、
財
産
に
封
す
る
組
税
並
に
所
得
並
に
財
産
の
増
加
に
封
す
る
租
税
(
邸
、
所
得
税
、
財
産
税
、
増
加
税
)
の
三
個
の
小
分
類
を
生
宇
る
。
此
に
現
は
る
』
租
税
は
賦
課
の
基
礎
と
し
て
貨
館
山
単
位
が
用
ひ
ら
る
h
事
に
於
て
特
色
が
存
す
る
。
第
二
分
類
「
財
と
給
付
に
封
す
る
租
税
」
に
於
て
は
消
費
、
財
産
移
韓
(
経
涜
的
意
義
に
於
け
る
交
通
則
ち
財
産
交
通
)
並
に
財
・
産
の
場
所
的
幾
化
(
技
術
的
な
義
に
於
け
る
交
通
)
に
関
聯
す
る
租
税
を
配
列
す
る
。
此
場
合
に
於
て
も
三
個
の
小
分
類
が
成
立
す
る
。
支
出
税
、
財
産
交
遇
税
、
運
悉
税
是
で
あ
る
。
第
二
分
類
に
現
は
る
』
租
税
は
賦
課
の
基
礎
を
租
税
容
館
大
る
財
叉
は
給
付
の
特
殊
な
る
性
質
|
|
例
へ
ば
其
重
量
、
大
さ
、
数
量
、
債
格
ー
ー
に
泣
く
の
で
あ
る
。
第
一
分
類
と
第
二
分
類
と
に
於
て
課
税
標
準
に
差
異
の
存
し
た
る
こ
と
守
示
し
た
る
は
プ
ロ
イ
エ
ル
の
分
類
の
一
特
色
去
な
す
の
で
あ
る
。
次
に
此
の
分
類
に
封
す
る
プ
ロ
イ
エ
ル
自
ら
の
説
明
を
述
べ
ゃ
う
。
租
税
類
型
の
一
資
料
二
三
五
時
業
と
経
済
一
一
三
六
第
一
分
類
所
得
並
に
財
産
に
針
す
る
租
税
「
A
)
所
得
税
所
得
、
を
其
各
部
に
於
て
捕
捉
す
る
と
総
帥
胞
に
於
て
捕
捉
す
る
と
に
従
ひ
L
部
分
所
得
税
と
Z
総
括
所
合
つ
て
は
純
粋
に
存
観
的
に
打
立
て
ら
れ
た
る
牧
盆
税
も
・
次
第
に
登
展
し
て
主
観
的
所
得
税
的
な
る
要
素
を
具
備
す
る
に
至
り
、
牧
盆
税
は
自
ら
部
分
所
得
税
と
者
ら
る
』
に
至
っ
た
の
得
税
と
に
匝
分
す
る
。
で
あ
る
。
前
に
は
プ
ロ
イ
エ
ル
自
身
も
牧
盆
税
を
所
得
税
よ
り
濁
立
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
〈
詰
2
V
後
所
得
税
と
の
共
通
性
ぞ
認
め
、
エ
i
ペ
ル
ヒ
と
共
に
総
括
所
得
税
に
相
封
し
て
部
分
所
得
税
と
呼
ぶ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
総
括
所
得
税
は
叉
二
個
に
分
つ
。
仏
全
所
得
を
統
一
し
て
捕
捉
す
る
一
般
的
所
得
税
と
、
江
プ
ロ
イ
エ
ル
の
所
謂
牧
盆
所
得
税
(
同
吋
g
g
s出口
r
o
g
B
Bぇ
2
0
5
是
で
あ
る
。
後
者
は
課
税
技
術
上
個
々
の
所
得
の
源
泉
に
関
聯
せ
し
む
る
も
結
極
に
於
て
は
総
所
得
を
捕
捉
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
印
牧
盆
所
得
税
な
る
名
穏
を
用
ひ
て
特
殊
な
る
租
税
の
型
を
現
は
さ
ん
と
す
る
に
在
る
。
牧
盆
税
的
要
素
と
所
得
税
的
要
素
と
の
混
合
な
る
意
味
に
於
て
斯
る
名
都
在
附
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
悌
図
に
於
て
は
牧
盆
税
的
要
素
を
重
要
視
し
、
英
図
に
於
て
は
所
得
税
的
要
素
に
主
知
が
泣
か
れ
で
あ
る
。
(B)財
産
税
財
産
税
は
各
図
に
於
け
る
租
税
法
規
に
於
て
程
々
な
る
表
現
方
式
を
採
っ
て
ゐ
る
。
印
ち
、
み
財
産
の
牧
盆
に
課
税
す
る
も
あ
り
、
(
日
疋
最
も
普
通
で
あ
る
)
札
財
産
の
寅
睦
に
課
税
せ
ら
る
h
も
の
が
あ
る
o
(
日一品例
外
で
あ
る
。
)
前
者
は
形
式
的
財
産
税
と
稽
せ
ら
る
与
も
の
に
し
て
、
プ
ロ
イ
エ
ル
は
財
産
政
盆
税
(
〈
gH
D-
m
o
g
'同
号
pmam円
。
ロ
め
る
と
呼
ん
で
ゐ
る
。
是
が
主
要
税
と
し
て
現
は
る
L
場
合
は
一
般
所
得
税
の
代
用
を
な
し
、
車
に
課
税
標
準
と
し
て
財
産
を
使
用
す
る
の
方
法
が
採
ら
る
h
の
で
あ
る
。
瑞
西
並
に
米
図
諸
州
に
行
は
れ
る
。
補
充
税
と
し
て
現
は
る
』
相
場
合
は
確
定
所
得
重
課
の
震
に
所
得
税
と
併
用
せ
ら
れ
る
。
盟主
日
魯
西
の
財
産
補
充
税
が
是
で
あ
る
。
財
産
の
質
陛
に
課
せ
ら
る
h
財
産
税
は
通
常
資
質
的
財
産
税
と
稀
せ
ら
る
与
も
の
に
し
て
プ
ロ
イ
エ
ル
は
財
産
宣
質
税
(
J
1
2
5
0
m
o
g
-∞ロヴ
E
E
'
m円2
0ふ
と
呼
ん
で
ゐ
る
。
せ
ら
れ
終
来
に
封
す
る
税
源
の
紛
少
を
結
果
す
る
。
此
場
合
に
於
て
は
財
産
の
資
躍
が
侵
害
財
産
徴
護
、
強
制
公
債
も
非
常
的
事
情
に
足
り
て
正
蛍
祝
せ
ら
れ
る
。
平
時
に
於
て
も
財
産
の
賓
館
が
侵
害
せ
ら
る
』
場
合
が
あ
る
。
死
者
の
遺
産
が
相
続
人
間
に
分
配
せ
ら
る
』
前
に
泣
産
に
封
し
て
課
せ
ら
る
』
遺
産
税
が
是
で
あ
ゐ
。
遺
産
税
は
最
後
に
徴
牧
せ
ら
る
』
財
・
産
税
と
云
ふ
事
が
出
来
る
。
(
C
」
増
加
税
課
税
目
的
の
種
類
、
賦
課
方
法
、
税
卒
の
椛
成
、
徴
税
技
術
に
於
て
所
得
税
、
財
産
税
に
類
似
す
る
も
、
而
か
も
租
税
類
型
の
一
資
料
ニ
三
七
商
業
と
経
済
ニ
三
入
其
根
本
的
特
徴
に
於
て
所
得
税
、
財
産
税
と
は
著
し
く
異
に
す
る
租
税
が
存
す
る
。
プ
ロ
イ
エ
ル
は
斯
程
租
税
占
倍
増
加
税
な
る
分
類
に
包
含
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
此
に
局
す
る
租
税
は
所
得
叉
は
財
産
に
於
け
る
増
加
が
狽
立
せ
る
租
税
目
的
と
な
っ
て
ゐ
る
、
L
所
得
増
加
に
封
す
る
租
税
と
Z
財
産
の
増
加
に
封
す
る
租
税
と
に
区
分
せ
ら
れ
る
。
前
者
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
戦
時
利
得
税
、
超
過
利
得
税
が
事
け
ら
れ
得
、
是
等
は
、
或
限
界
を
越
ゆ
る
牧
盆
部
分
を
課
税
の
封
照
と
し
て
選
探
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
に
局
す
る
も
の
と
し
て
は
全
財
産
の
増
加
に
諜
せ
ら
る
猫
逸
聯
邦
所
有
税
、
戦
時
利
得
税
、
相
続
税
が
あ
り
、
特
定
の
財
産
に
課
せ
ら
る
h
土
地
培
債
投
が
存
す
る
。
相
続
税
は
租
税
健
系
上
の
地
位
に
関
し
て
多
く
の
愛
化
を
な
し
来
り
、
今
日
に
於
て
も
論
宇
が
絶
え
な
い
。
或
は
直
接
税
と
し
、
或
は
交
遇
税
の
内
に
入
れ
、
或
は
管
利
税
の
内
に
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
グ
ロ
イ
エ
ル
は
培
加
税
の
内
に
持
来
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
分
類
財
並
に
給
付
に
針
す
る
租
税
第
二
分
類
に
於
て
は
財
其
物
に
置
か
る
h
標
準
の
利
用
せ
ら
る
h
租
税
を
配
置
す
る
。
印
ち
第
一
分
類
に
開
局
す
る
租
税
の
賦
課
は
貨
常
間
早
位
に
関
聯
せ
し
め
得
る
も
の
な
る
に
、
第
二
分
類
は
他
の
軍
位
例
へ
ば
重
量
、
尺
度
、
債
格
等
を
標
準
と
す
る
租
税
で
あ
る
。
向
第
二
分
類
の
内
に
は
財
に
非
宇
し
て
財
と
同
様
な
る
方
法
を
以
て
頁
買
の
目
的
を
構
成
す
る
給
付
が
包
含
せ
ら
れ
る
。
運
送
給
付
、
労
働
給
付
は
康
範
園
に
於
て
租
税
負
隠
の
目
的
た
り
得
る
。
(D)支
出
税
「
支
出
」
な
る
概
念
の
稲
不
明
確
な
る
も
の
の
存
す
る
は
プ
ロ
イ
エ
ル
自
ら
認
む
る
所
で
あ
る
。
概
念
は
既
に
久
し
き
以
前
よ
り
用
ひ
ら
れ
来
れ
る
が
故
に
之
を
組
税
分
類
鰭
系
よ
り
除
外
す
る
こ
と
は
乍
然
、
此
危
快
の
存
す
る
あ
り
て
正
蛍
視
し
得
ら
れ
な
い
と
忠
は
れ
る
。
思
ふ
に
此
概
念
の
基
礎
に
存
す
る
考
は
印
一
経
済
人
の
需
要
充
足
の
匁
の
支
出
は
所
得
を
以
て
の
み
行
は
る
』
も
の
に
し
て
、
従
っ
て
財
の
消
費
者
は
支
出
な
る
現
象
の
現
は
る
』
に
際
し
、
遁
蛍
な
る
負
搭
を
課
し
て
可
な
り
と
云
ふ
に
あ
る
。
是
に
段
階
を
附
す
る
時
は
快
く
を
得
ざ
る
財
(
特
に
生
活
必
需
品
)
の
消
費
を
負
捻
最
低
と
し
、
次
第
に
負
拾
が
加
は
り
て
終
に
者
修
品
に
至
る
に
及
び
て
最
大
の
負
拾
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
は
考
へ
得
る
所
で
あ
る
。
理
論
的
に
は
斯
く
の
如
く
段
階
の
附
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
が
、
官
際
に
於
て
は
一
方
各
需
要
を
右
の
如
く
段
階
を
附
す
る
こ
と
の
不
可
能
と
、
他
方
財
政
の
膨
脹
の
匁
に
生
活
必
濡
品
と
日
せ
ら
る
べ
き
財
も
重
課
せ
ら
る
L
事
が
あ
る
。
支
出
税
を
二
大
別
し
て
L
一
方
に
於
て
は
消
費
税
並
に
関
税
、
Z
他
方
に
於
て
は
狭
義
の
支
出
税
と
す
る
。
前
者
に
於
て
は
生
活
必
・
市
品
並
に
写
楽
的
財
の
員
捻
在
包
含
し
、
後
者
に
於
て
は
明
か
に
者
修
品
と
考
へ
ら
る
』
財
の
負
拾
が
包
含
せ
ら
れ
る
。
図
内
消
投
税
と
関
税
は
第
二
分
類
中
の
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
勺
是
等
は
比
校
的
に
大
な
る
牧
入
を
供
す
る
が
筑
に
屡
々
諸
図
に
於
け
る
財
玖
改
革
に
於
て
大
な
る
役
割
を
占
め
来
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
租
税
類
型
の
一
資
料
二
三
九
商
業
と
経
済
二
四
O
今
に
於
て
は
頁
上
積
が
叉
第
二
分
類
中
の
脊
椎
を
構
成
す
る
に
至
り
、
其
重
要
性
を
頁
上
税
に
譲
る
に
至
っ
た
。
一
方
に
於
て
は
頁
上
税
と
相
封
し
、
他
方
に
於
て
は
関
税
並
に
入
市
松
と
相
針
し
て
、
消
費
税
は
次
印
ち
、
イ
、
生
産
者
の
自
由
競
争
の
下
に
立
つ
園
内
消
費
税
と
し
て
は
生
活
必
需
品
、
写
楽
資
料
(
酒
、
煙
草
)
住
居
、
熱
料
、
並
に
燈
光
共
他
程
々
な
る
商
品
に
野
す
る
租
税
、
ロ
、
自
由
競
争
の
一
部
叉
は
全
の
如
く
現
は
れ
る
。
部
の
排
除
せ
ら
る
』
濁
占
税
(
全
部
獄
占
叉
は
一
部
猫
占
な
る
方
式
に
於
て
)
日
一
品
で
あ
る
。
狭
義
に
於
け
る
支
出
税
郎
著
修
税
は
次
の
如
く
分
類
せ
ら
れ
る
。
邸
内
山
容
修
乗
物
(
応
車
、
自
動
車
、
ポ
l
ト
等
)
者
修
動
物
、
者
修
住
居
、
僕
料
、
楽
器
、
者
修
土
地
所
有
に
封
す
る
租
税
在
包
含
す
る
所
の
直
接
税
邸
ち
者
修
所
有
税
、
b
者
修
消
費
税
(
者
修
頁
上
税
)
C
其
他
の
者
修
税
(
娯
楽
税
、
遊
興
税
」
(E)財
産
交
遇
税
財
産
交
遇
税
は
次
に
述
ぶ
る
運
送
税
と
併
せ
て
従
来
の
分
類
方
法
に
て
は
交
遇
税
と
呼
ば
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
交
遇
税
は
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
タ
イ
ン
に
依
り
て
創
め
て
名
付
け
ら
れ
に
る
も
の
で
あ
る
が
、
シ
タ
イ
ン
は
後
年
此
分
類
の
維
持
し
難
き
を
認
め
放
棄
す
る
に
至
っ
た
。
乍
然
、
今
日
に
至
る
も
向
租
税
論
に
説
明
せ
ら
れ
租
税
論
中
の
一
の
難
題
た
る
を
失
は
ぬ
。
交
遇
税
は
手
数
料
に
稲
類
似
す
る
所
の
租
税
で
あ
る
。
ハ
註
3
〉
主
、
他
財
産
交
遇
税
に
似
て
、
是
と
分
離
せ
ら
る
可
き
も
の
に
相
続
税
、
蓮
詮
税
が
存
す
る
。
相
績
税
は
元
来
手
数
料
的
性
質
を
有
す
る
公
課
よ
り
生
じ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
歴
史
的
後
展
と
共
に
一
の
分
立
せ
る
租
税
と
な
っ
た
。
郎
、
今
日
に
於
て
は
財
産
の
培
加
に
封
す
る
複
雑
な
る
租
税
と
な
り
、
従
っ
て
前
記
第
一
分
類
に
局
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
人
及
財
の
交
通
に
封
す
る
租
税
は
失
に
漣
ぶ
る
運
設
秘
に
局
す
る
。
何
と
な
れ
ば
人
及
財
の
交
通
に
封
す
る
租
税
に
於
て
は
経
済
的
意
義
に
於
け
る
交
通
の
存
す
る
も
の
に
非
宇
し
て
、
技
術
的
意
義
に
於
け
る
交
通
が
存
す
る
も
の
な
る
が
故
で
あ
る
。
命
フ4
ロ
イ
エ
ル
は
交
遇
税
よ
り
除
外
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
し
て
紙
常
遊
行
税
を
皐
け
て
ゐ
る
。
郎
ち
、
彼
に
従
へ
ば
紙
併
後
行
税
は
銀
行
政
策
上
の
道
具
に
し
て
其
本
質
上
租
税
と
は
無
関
係
な
る
も
の
で
あ
り
、
租
税
の
名
を
附
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
等
ろ
租
税
憧
系
よ
り
削
除
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
論
り
て
ゐ
る
O 
依
り
て
日
疋
等
を
除
外
し
て
財
産
交
遇
税
の
下
に
配
列
せ
ら
る
』
租
税
は
・
次
の
如
き
も
の
と
な
る
。
L
所
有
権
箆
克
に
針
す
る
租
税
戸
財
産
移
碍
税
、
土
地
寅
上
積
)
Z
支
梯
交
通
並
に
信
用
交
通
に
針
す
る
租
税
(
手
形
印
紙
、
小
切
手
印
紙
、
受
領
詮
印
紙
三
資
本
交
通
に
封
す
る
租
税
(
創
立
税
、
愛
行
税
、
取
引
所
取
引
税
)
日
疋
で
あ
る
。
(
F
)
蓮
迭
税
従
来
蓮
迭
税
を
交
遇
税
の
下
に
包
括
せ
る
は
正
蛍
で
な
い
。
封
し
課
す
る
も
の
で
あ
る
。
蓮
悉
税
は
蓮
迭
給
付
に
針
す
る
賃
金
じ
此
分
類
に
局
す
る
租
税
は
甚
冗
多
か
ら
宇
乗
車
券
税
、
財
交
遇
税
、
貨
物
代
表
詮
券
税
日
記
で
あ
る
。
日
疋
等
租
税
は
未
、
記
愛
展
の
初
歩
に
在
る
も
の
に
し
て
賂
来
重
要
牲
を
有
す
る
に
歪
租
税
類
型
の
一
資
料
二
回
一
商
業
と
経
湾
一
四ニ
る
べ
き
租
税
に
局
す
る
。
斯
く
て
プ
ロ
イ
エ
ル
の
分
類
を
表
解
す
れ
ば
次
の
如
く
な
る
。
第
一
分
類
l
l
所
得
並
に
財
産
に
針
す
る
租
税
(A)
所
得
税
L
部
分
所
得
税
(
牧
盆
税
)
.
忠
晴
庁
口
一
寸
定
止古
I
J
4・
ヰ
4
み
一
般
所
得
税
、
法
人
所
得
税
'
仏
牧
盆
所
得
税
(
其
著
例
と
し
て
英
、
悌
)
(B)財
産
税
L
財
産
牧
盆
税
内
山
重
要
税
と
し
て
一
般
所
得
税
の
代
り
に
(
瑞
西
諸
州
、
米
図
諸
州
)
k
補
充
税
と
し
て
確
定
所
得
重
課
の
鍔
に
所
得
税
と
併
せ
て
(
普
の
財
産
補
充
税
)
Z
財
産
資
質
税
&
経
常
l
l
遺
産
税
(
最
後
の
財
産
税
)
仏
臨
時
l
l
図
防
負
携
金
、
財
産
徴
畿
、
強
制
公
債
C
)
増
加
税
L
所
得
増
加
税
l
|
戦
時
利
得
税
、
超
過
利
得
税
oh
財
産
増
加
税
仏
生
存
の
時
に
生
ホ
J
る
も
の
|
|
戦
時
利
得
税
(
財
産
超
過
税
と
し
て
)
聯
邦
所
有
税
、
土
地
培
債
税
、
富
銭
利
得
税
仏
死
亡
の
時
に
生
ホ
J
る
も
の
l
l
相
続
税
(
婚
奥
税
に
依
り
て
補
充
せ
ら
る
)
第
二
分
類
1
1
財
と
給
付
に
封
す
る
租
税
(D)支
出
税
L
消
費
税
並
に
関
税
孔
史
上
税
二
股
並
に
特
殊
)
江
生
産
税
並
に
販
貰
税
イ
、
図
内
消
費
税
l
l
生
活
資
料
、
写
楽
資
料
、
住
居
熱
料
並
に
燈
火
等
ロ
、
溺
占
税
{
全
部
溺
占
と
し
て
{
一
部
濁
占
と
ん
て
(
主
産
猫
占
、
小
頁
濁
占
、
卸
頁
溺
占
)
租
税
類
型
り
一
資
料
二
四
三
商
業
と
経
済
二
四
回
じ
閲
税
(
入
市
税
、
内
地
関
税
、
封
外
関
税
)
oh
狭
義
の
支
出
税
&
直
接
叉
は
者
修
所
有
税
|
|
箸
修
自
動
車
、
者
修
的
動
物
の
所
有
、
僕
牌
、
者
修
的
住
居
、
楽
器
、
江
間
接
叉
は
者
修
消
費
税
(
者
修
頁
上
税
)
C
其
他
の
者
修
税
(
娯
楽
税
、
遜
興
税
)
(E)財
産
交
遇
税
L
財
産
移
蒋
に
封
す
る
租
税
l
l
財
産
移
碍
税
、
土
地
頁
上
積
立
支
排
交
通
並
に
信
用
交
通
に
針
す
る
租
税
l
l
手
形
印
紙
、
小
切
手
印
紙
、
受
領
設
印
紙
a
資
本
交
通
に
封
す
る
租
税
l
l
創
立
税
、
遊
行
税
、
取
引
所
取
引
税
(F)
蓮
迭
税
L
乗
車
券
税
Z
財
交
遇
税
a
貨
物
代
表
詮
券
税
過
程
的
産
物
で
あ
る
と
し
て
意
識
的
に
詑
怠
を
掠
っ
て
ゐ
な
い
。
プ
ロ
イ
エ
ル
は
今
や
凋
落
せ
る
租
税
方
式
た
る
人
頭
税
、
階
級
税
、
並
に
身
分
税
は
所
得
税
に
至
る
迄
の
斯
く
て
彼
は
云
ふ
「
若
し
事
物
を
活
動
に
於
て
見
る
時
は
、
吾
人
は
租
税
方
式
に
於
け
る
改
語
、
新
構
成
並
に
多
少
共
根
本
的
な
る
繁
化
が
縫
綾
的
に
存
す
る
事
を
容
易
に
認
む
べ
く
、
而
し
て
大
な
る
見
地
に
従
っ
て
租
税
方
式
を
分
類
せ
ん
と
す
る
の
試
み
は
此
事
責
に
注
意
岳
挽
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
右
の
分
類
と
雄
、
永
遠
の
存
在
を
要
求
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
時
に
改
正
、
分
類
愛
へ
を
行
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
ぺ
詰
4
〉
と
。
叉
日
く
「
租
税
方
式
の
分
類
に
於
て
五
日
人
の
得
ん
と
努
力
す
る
所
の
も
の
は
普
建
的
範
時
に
非
守
し
て
歴
史
的
範
時
切
で
あ
る
0
時
間
と
を
超
越
せ
る
幻
影
と
範
時
は
之
を
護
見
す
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
」
〈
詰
5
〉
と
。
場
所
と
以
上
プ
ロ
イ
エ
ル
の
分
類
を
概
観
す
れ
ば
次
の
如
き
長
所
の
存
す
る
を
見
る
。
d
L
特
長
を
同
う
し
、
内
部
的
、
本
質
的
に
漣
終
あ
る
租
税
を
集
合
し
て
小
分
類
と
な
し
、
各
小
分
類
は
一
史
に
二
個
の
大
分
類
と
な
し
現
存
の
租
税
方
式
の
全
憶
に
封
す
る
瞥
見
を
可
能
な
ら
し
め
た
る
こ
と
。
Z
古
き
分
類
方
法
を
資
際
に
用
ふ
る
時
は
l
l
特
に
新
に
創
建
せ
ら
る
L
租
税
に
適
用
す
る
場
合
l
ー
不
都
合
を
主
宇
る
。
例
へ
ば
従
来
知
ら
れ
ざ
り
し
戦
時
利
得
税
の
防
局
は
不
分
明
で
あ
つ
に
。
其
イ也
超
過
所
得
税
、
財
産
増
加
税
の
如
き
も
従
来
の
分
類
に
於
て
は
取
扱
の
困
難
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
筆
、
新
種
の
租
税
は
財
産
税
に
近
似
す
る
に
も
拘
は
ら
や
ノ
、
叉
根
本
的
に
異
な
る
も
の
の
存
す
る
が
故
で
あ
る
。
プ
ロ
イ
エ
ル
は
是
等
租
税
の
蹄
腐
を
明
に
せ
る
の
み
な
ら
守
、
近
代
に
於
て
重
要
な
る
地
位
在
占
め
来
れ
る
相
続
税
は
其
取
扱
従
来
区
々
な
る
も
の
で
あ
つ
に
が
、
彼
は
之
ゆ
倍
増
加
税
に
配
置
し
、
別
に
遺
産
税
は
最
机
枕
類
型
の
一
資
料
二
四
五
商
業
と
経
済
二
四
六
後
の
財
産
税
と
し
て
近
代
的
の
理
解
に
合
致
せ
し
め
て
ゐ
る
。
&
課
税
標
準
の
走
兵
に
よ
り
て
第
一
分
類
と
第
二
分
類
と
に
二
大
別
し
、
一
は
課
税
標
準
と
し
て
貨
幣
、
車
位
に
関
聯
す
る
租
税
を
以
て
し
、
二
は
課
税
標
準
と
し
て
財
及
給
付
の
性
質
た
る
重
量
、
尺
度
、
個
数
、
債
絡
等
に
関
聯
す
る
租
税
冶
円
以
て
し
て
ゐ
る
。
是
亦
一
の
長
所
た
る
を
失
は
ぬ
。
プ
ロ
イ
エ
ル
の
分
類
も
快
貼
あ
る
を
兎
か
れ
ぬ
。
第
一
分
類
に
所
謂
財
産
叉
は
所
得
と
第
二
分
類
に
所
謂
財
の
分
界
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
、
第
一
分
類
に
於
け
る
金
額
標
準
と
第
二
分
類
に
於
け
る
債
格
標
準
と
は
等
し
く
従
僚
に
他
な
ら
手
、
明
確
な
る
区
別
の
存
す
る
も
の
に
非
ざ
る
こ
と
、
等
は
た
し
か
に
其
快
鮎
た
る
を
失
は
ぬ
。
〈
註
1
〉
HHPH己
有
三
宮
門
ヴ
ロ
の
]
戸
(
-
2
g
p
p
g
J
i
m問。ロ
m
n
y
p
P
2
H
A
F
〉
ロ
ロ
・
5
2・
出
品
同
・
ω・
ロ
並
に
出
円
以
ロ
巾
円
H
P・
P
・
O
-
m
-
H
4∞
同
・
ハ
詰
2
〉
同町門戸田戸山戸〈
α立
の
門
戸
〕
口
の
}
戸
内
]
日
∞
E
P戸田戸山田山巾ロ凶の
}
H
P
P
2
H
恥
〉
口
出
・
H
C悶
恥
・
出
円
】
・
口
・
∞
ロ
ハ註
3
〉
ル
ロ
ア
・
が
万
ュ
ウ
の
如
告
は
手
数
料
と
交
遇
税
と
か
区
分
ぜ
?
統
一
的
に
取
扱
っ
て
お
ろ
。
ハ
円
。
5
可
・
出
g
z
-
E
-
H
吋
E
志
仏
。
]
P
E
g
s
r田
口
ロ
ロ
ロ
n
g
-
H
勺・
hs
但
木
稿
は
同
「
ロ
ロ
門
]
芝
J
2
2ヴロ円
]H
円]
O
H
P
E広
三
訟
の
ロ
m
n
r
p
p
g
-
H
J
1
〉
z
b・
5
m∞
・
出
色
・
ぐ][同・
ω・
~
い
∞
栴
に
捺
ろ
。
)
(
詰
4
〉
出
江
戸
口
市
岡
パ
ロ
・
D
・
O
-
∞
-
H
0
・榊
(詰
5
〉
出
1
5
0
円
H
P・
P
・
0
・
∞
-
H
C
U
〈
詰
6
〉
紳
戸
博
士
、
前
拐
書
三
五
頁
唱
す
J
照
)
